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令和３年度 藤沢市地域防災活動推進大会

コロナ禍における辻堂地区避難所開設運営
訓練の実施を踏まえた防災の課題について

2022年1月29日

辻堂地区防災協議会会長 小川雄二郎

初めに 辻堂の場所を紹介

辻堂藤沢市
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コロナ禍を踏まえた避難施設運営訓練を
なぜ実施したか

避難施設運営は施設管理者、市従事職員、自主防災組
織

今日、避難施設を運営するとなったら、

避難施設運営委員会は、

コロナを踏まえた避難施設運営の計画、訓練無し

徒手空拳で避難施設運営

コロナを踏まえた避難所運営訓練を決断した時期 2020年6月

実施日 2020年11月28日
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トレーニングの目的

1. コロナ禍での避難施設運営で考慮すべき点の洗い出し

2. 実際の避難施設（今回は高砂小学校）で運営した時に

発生する問題点

3. 辻堂地区９か所の避難施設運営委員会に

「コロナを踏まえた避難施設運営マニュアル」の

策定

トレーニングの準備

1. ６月～７月（４回）

「コロナを踏まえた避難施設運営トレーニング」実施の決定

1. 8月～９月（４回）

訓練の目標、想定、項目、内容、役割の検討、必要な図面等
の準備

1. 10月～１１月（４回）

訓練の項目と必要資機材の検討。

1. 11月２８日

訓練本番
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八部スポーツセンターのコロナ対策を見学

トレーニング項目

1.避難所立ち上げ

2.感染予防

3.避難空間の確保と設営

4.避難者受け入れ、案内、体調不調者への対応

5.衛生環境の維持

6.車両避難

7.ペット受け入れ
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避難者受け入れ
避難空間の確保と設営 パーティショ
ン

感染予防 PPE着脱指導、手洗い指導
車両避難 避難車両の校庭での受入れ

感染予防 相互に着脱訓練

避難空間の確保と設営 段ボールベッド

課題1 密を避ける
とりあえず体育館に避難してもらうのは無理
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現状の収容人数⇒感染対策時の収容人数

高砂小
現状収容
可能人数

感染症対策時の収容
可能人数

施設 面積 コロナ無
仕切り無
通路2m

仕切り有
通路１ｍ

体育館 640㎡ 320

他4部屋 417㎡ 207

合計 1017㎡
517

(2㎡/人)

感染対策時には専用スペースを準備
要配慮者スペースも必要

（高齢者・障がい者・妊婦、乳幼児・基礎疾患
等）

⇩
他４部屋は一般避難者用には利用できなくなる

感染対策時の収容人数の具体例

収容可能人数の制限で、避難者を受け入れられなくなる

施設 面積
収容可能人数

コロナ無 仕切り無、通路2m
仕切り有、通路１

ｍ

体育館 640㎡ 320 58（25世帯） 106（46世帯）

他4部
屋

417㎡ 207 0 0

合計 1017㎡

517

現行の計画人数
2㎡/人

58 106
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課題１への対応 収容人数が不足

避難者が許容数を越したら？許容収容者数の決定は？

① 断る

（出来るのか？）

② 代替の避難場所へ誘導

（誰が？）

③ 校庭を利用した車両避難

・ 収容人数誰が決定？

・ 判断の基準が必要？

課題2 収容人数の減少に合わせた
避難施設の配置図作成と専用スペースの確認

• 一般用での更衣室、授乳スペースの配置が難
しかった

• 体育館内のレイアウト図の掲示をするとよいが、

事前に準備が必要
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これだけの資材、どうやって準備？

課題3 一般とコロナ感染者の分離
受付、動線、専用場所、トイレ
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課題3 一般とコロナ感染者の分離

振り分け

判別： 体温？、PCR／抗体検査、

ワクチン接種証？

誰が： 誰が振り分け（運営委員？医
者？）

自宅療養者： 高熱者と同室？

一般とコロナ感染者とのトイレの分離

受付

手順： 判別してから受付、受け付けてから判
別

混雑： 受付待ちの行列防止

動線： 受付から避難室までの動線の交差

医療機関との協力

トイレの確保： 一般とコロナ感染者の
別

断水時の仮設トイレ： 要配慮者の利用可能か

トイレの清掃： 誰が行う？

仮設トイレ： 数の確保

防護衣の着脱方法

手の洗い方

体調変化時の入院対応

専門家の駐在の必要性が高い

課題3 感染予防

感染予防PPE着脱指導、手洗指導 感染予防 相互に着脱訓練
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車両避難 避難車両の校庭での受入れ

課題4 車両避難

課題4への対応： 校庭を車両避難に使用

図2 運動場に車両避難させるレイアウト図

校庭を車両避難に使用
すると、

４０台～５０台可能

40世帯（100名前後）

すなわち、収容人数を
２倍に増やすことが可
能
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課題4 車両避難

なぜ車両避難が禁止だったのか

• 避難は徒歩で行われ、自動車は避難者に危険

車両避難のメリット 感染防止

車両避難のメリット 避難

車両避難に必要な配慮

• 避難施設の収容能力を増加出来る

• 各自がエネルギー源を持っている

• 家族単位で避難生活

• 従来の避難施設の周辺の公園、一般駐車場等
も避難所として一体として利用が可能

• ３密をほぼ完全に防げる

• 人の動線の交差を防げる

• トイレ設備

• 飲料水

• 車両避難所の運営ルール

• 車両避難者の利用ルール

明らかになった３つの視点

1. 現在の運営マニュアルでは、コロナに対応できない

2. 感染防止の観点から、地域医療との密接な連携が必要

3. 収容可能人数の制限で、避難者を受け入れられなくなる
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第１の視点 コロナ禍を踏まえた
運営マニュアル

1. 新たな対応を求められる事柄が多くあり、対応が求められる。

2. 基本的な対応方針を国や県が示しているようだ。

3. その方針に従って藤沢市では、市としての対応を示す。

4. 各避難施設での施設や構造に基づいた具体的な計画を定めておき、

その資機材を用意しておく必要がある。

5. 風水害の避難では市職員で対応するので、市の職員が最初に経験す

る場合が多い。

6. その経験を持って、避難施設運営委員会ごとに訓練を行う。

•避難施設では感染リスクが高い

•危険区域外では在宅避難が基本

•まず親戚・知人宅へ避難

•それもない人は避難施設へ

藤沢市が示している現状の方針

• 方針に変わりがないのであれば、よ
り具体的な話を市民にしてほしい。

• 例えば、災害が起きた時に危険区域
外で危ないところはないのか？とか
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第２の視点 地域医療との密接な連携が必要

1. 手洗い、防護衣の着脱の指導（看護師）

2. 一般、感染者の振り分けに運営委員？（医師が担当又は指導）

3. 発熱時の避難施設内での対応（医師、看護師）

4. 入院等の対応（救急隊員、医師）

第３の視点 人数制限で避難者受入れ不能

1. 避難させない

1. 避難施設は感染リスクが高い⇒危険区域外は在宅避難⇒まずは親
戚、知人宅へ

2. 避難施設を増やす

1. 新たな避難所新設

3. 収容人数を増やす

1. 校庭を使った車両避難

2. 公園やショッピングセンターを使った車両避難

4. 地域の特性を生かした新たな大規模災害防災拠点
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藤沢市 風水害時、車両で避難
タウンニュース ２０２１年１２月１０日

厚木市、災害弱者のためにキャンピングカー貸出
２０２１年１２月１５日 朝日朝刊
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綾瀬市、車中泊のためのトイレを市民文化センターに用意
２０２１年１１月１１日 朝日朝刊

避難施設集積型災害対応拠点構想

5つの避難施設が一か所に集積している。
そこへの避難者は辻堂全体の６５％

そのすぐ南には辻堂
海浜公園があり、広
大な駐車場がある。
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避難施設集積型災害対応拠点

•これを仮に「辻堂大規模災害防災拠点」

•ここには小学校、中学校、高校、大学の５つの指定避難施設

• 西端には「辻堂市民センター」、南には「辻堂海浜公園」、

• 中には「白浜養護学校」がある。

•これらはすべて500ｍ×500ｍ以内にある。

•この範囲を防災拠点としてとらえると、５つの避難所を独立に運営
する無駄を防ぎ、各施設を合同で有効的に使える。

•駅前の高層マンションの屋上にカメラを設置、状況判断が容易

•県外からの広域応援受入れ拠点として適地

•藤沢市の津波災害をカバーでき、藤沢市現地災害対策本部となる。

ご清聴ありがとうございました


